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と，大腸菌における酸性リン脂質(ホスファチジノレ・グリセロール: PG, カルジオリピン: CL) の役
割との関連を追求した。
リン脂質二重膜の浸透圧に対する安定性を，人工膜モデルとして広く利用されている多重層リポゾー















造である骨格グリセリンの動的構造が，主成分であるホスファチジノレ・エタノールアミン CPE) と CLで
異なる乙とがわかった。乙れは， PE と PG のみからなる他の大腸菌系での報告と著しく異なる。こうし
た，分子レベ、ルから見たPG と CL の性質の違し、からも，両者で異なる役割がある乙とが推測される。特


















離し，培地に重水素化グリセリンを入れて菌を培養し， リン脂質を分画して，重水素 NMR を測定した口
四極子分裂の温度依存性からエタノールアミンやグリセロールの極性基部分と比較してカルジオリピン
の極性基は大変固いことが示された。乙の乙とより脂質二重層膜の耐高温度性と柔軟性の欠損との相関
が分子レベノレの'性質として明らかにされた。
以上古川君の研究はリン脂質の極性基の構造が，そのリン脂質の形成する二重膜の物性と密接に関係
し， しかも生物はそれを巧みに利用して環境に適応していることを明らかにした点で興味深く，理学博
士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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